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Clippingをした人工血管への balloon dilationによる
declipping
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【背景】 mBTsや RV-PA shuntは術後早期の肺血流過多による心不全と、術後遠隔期の過度の低酸素血症を避け
る必要がある。しかし、人工血管のサイズや吻合部位だけでは肺血流量の調整が困難な場合があり、人工血管に
対する clippingは有効な手段の一つである。当院では shunt手術時に遠隔期の balloon dilationによる
declippingを前提として clippingを行っている。今回、肺血流量の増加を目的とし balloon dilationによる
declippingを施行した3症例を報告する。 
【対象】症例1： Ebstein’ s anomaly。出生体重が2244gで生後1日に Starnes手術を施行したが、3mm graftで
も肺血流過多と判断し clippingを併用の mBTsを施行した。生後2か月時に balloon dilationによる declippingを
施行し SpO2は75%から80%に改善した。その後、生後6か月時まで待機して両方向性グレン手術を施行した。 
症例2： PA、 VSD、 MAPCA、 severe AR。生後2か月時に AVPと unifocalizationに加え、 clippingを併用の
5mm graftで RV-PA shuntを施行した。外来で SpO2の低下を認めたため、生後9か月時に balloon dilationによ
る declippingと左肺動脈狭窄に対する PTAを施行し SpO2は85%から90%に改善した。現在、根治手術を待機中
である。 
症例3： PA、 VSD、 MAPCA。 生後10か月時に unifocalizationと clippingを併用の5mm graftで mBTsを施行
した。体重増加不良と SpO2の低下を認めたため、1歳3か月時に balloon dilationによる declippingと左肺動脈狭
窄に対する PTAを施行し SpO2 は75%から80%に改善した。現在、根治手術を待機中である。 
【考察】人工血管に対する clippingと balloon dilationによる declipping により肺血流を調整することがで
き、より安全で長期的な血行動態の安定化と至適手術時期を計画できる。


